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多剤耐性菌による院内感染症は日本を含む先進国にお
いて深刻な問題となっている.特に問題となるのは,グ
ラム陽性球菌のメチシリン耐性ブドウ球菌 (MRSA),バ
ンコマイシン耐性腸球菌 (VRE),グラム陰性菌の多剤耐
性緑膿菌,アシネトバクター菌,セラチア菌などである.
このうち腸球菌は腸管内の常在菌で約 20種類の菌種の
報告があるが, 臨床分離される腸球菌の多くが Enter-
ococcus faecalisで,他は主として E.faeciumである.腸
球菌は複数の抗生物質に自然耐性であり,また各種抗菌
薬に対し獲得耐性を示す.VREは腸球菌のなかでグリコ
ペプチド (バンコマイシン,テイコプラニン)耐性を獲得
した菌で,感染防御機能が低下している患者,すなわち
手術後,糖尿病,高齢者,悪性腫瘍,臓器移植,免疫不全,
その他の重症基礎疾患をもつ易感染者において術後創部
感染症,慢性尿路感染症,敗血症の原因菌となる.バンコ
マイシンは菌の細胞壁ペプチドグリカンの前駆体である
ムレイン単体のペプチド鎖末端に特異的に結合すること
でペプチドグリカンの架橋反応を阻害し抗菌作用を示
す.VREではムレイン単体の末端部分が別のペプチド鎖
に置換されているためバンコマイシンが結合できず細胞
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